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自然をたいせつにし、美しいまちをつく

りましょう

きまりを守り、､明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある､あたたかいまちをつく

りま:しよう
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"いち,，と
L三

両
陛
下
の
お
手
ま
き
種
子

子測

5月24日、 Ⅱ青天にめく・

27回全国

」は、無

過ぎまし

皇后両陛

霧
癖
、
皇
后
陛
下
が

蕊

、

お
手
ま
き
に
な
ら
れ
た

〃
い
ち
よ
う
〃

天
皇
陛
下
が
お
手
ま

／
き
に
な
ら
れ
た

ー

と〃ぃちようル の ″
す
キ
こ
〃

種子は、〃緑を育て…"へ願うようにすぐすぐ育つ＝

ています。 この種子が発芽のころは、 「お手まき床」

によしずを囲うようにして張り、 カラスなどからの被害を

さけるため防護してきました。現在では、その甲斐あ』てさ｛

〃すぎ〃は2c"↓に

生育しています。

"いちよう〃が15c"↓ほどに大きくなり､~~りつばに

夏
は
、
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節
で

す
。
海
や
山
へ
涼
を
求
め
て
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
季
節
は
交
通
事
故
も
多
く
発
生
し
ま

羊
ｑ
ノ
Ｑ

そ
こ
で
、
７
月
訓
日
か
ら
８
月
弧
日

ま
で
の
夏
休
ゑ
期
間
に
こ
ど
も
の
交
通

事
故
を
な
く
そ
う
と
「
夏
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動
」
が
県
民
総
ぐ
る
み
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
を
実
行
し
て

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
重
点
事
項

①
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

‐
ｊ
、
ｒ
、
Ｉ
Ｊ
４
Ｊ
く
Ｊ
く
ｌ
く
ノ
ー
イ
ｊ
Ｉ
Ｊ
１
く
ノ
ー
イ
ー
ィ
‐
ｆ
１
Ｉ
ノ
、
ｆ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ノ
ー
ｌ

歩
く
人
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

②
行
楽
地
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

③
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

④
自
転
車
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

〆

⑤
祭
礼
等
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

⑥
踏
切
に
お
け
る
事
故
防
止

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
ル
ー
ル

守
る
あ
な
た
が
守
ら
れ
る

楽
し
く
明
る
い
夏
を
過
ご
す
た
め
交

通
事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

人
は
右
側
、
車
は
左
側
通
行
で
す
。

最
近
左
側
を
歩
く
こ
ど
も
や
お
と
し
よ

り
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
の

方
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
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謹
人００７１１

一
・
）Ｉり形」

大
和
町
、
東

お

し
自
主
法

句

流
；
「
高
瀧
市
瞳

ま
つ
り
」
が
、
７
月
型

令

日
と
溺
日
の
２
日
間
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

舗
錘
錘
函
騨
騨
鍛
繩
窯
蝿
翰
鏑
蠅
蕊
詮
議
》
蕊
譲
恥
溌
辮

蕊
識
識
鶏
溌
溌
礎
霊
脚
撚
搦
鶴
鶴
蕊
識
蕊

睾

晋

客

溌

笹

謀

對

干

Ⅱ

Ⅱ

Ｍ

Ⅱ

ず

、

Ｌ

、

■

鷺

沈

た

・

面

砧

．

“

常

Ｆ

」

部

坐

凸

呈

弾

在

な

圭

Ⅱ

Ⅱ

苫

・

円

§

ぜ

：

‐

．

、

■

．

●

咀

凸

●

・

’

●

、

’

、

鍔

雰

壺

鳶

峪

ご

驚

》

語

・

識

ザ

銀

、

囎

苧

眠

；

ザ

・

行

”

Ⅷ

Ⅲ

Ⅲ

磯

撚

棚

鐘

翠

蕊

鍵

蕊

溌

講

竣

蕊

識

謹

静

蕊 大
和
町
、
東
本
町
で
は

自
主
流
し
お
ど
り
も

鍵肖

癖
…

型
日
の
夜
は
、
駅
前
通
り
に
と
も
し

た
か
が
り
火
８
基
を
中
心
に
、
左
廻
り

に
「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
流
し
お
ど
り

が
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た
妬
団
体
１
，

６
０
０
人
と
一
般
参
加
者
あ
わ
せ
て
約

１
，
７
’
０
０
人
が
ユ
カ
タ
姿
や
ふ
だ
ん

着
で
夜
お
そ
く
ま
で
楽
し
く
お
ど
り
ま

し
た
。こ
の
お
ど
り
に
は
、
市
外
か
ら
の
見

物
客
も
含
め
約
８
，
０
０
０
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
の
２
日
間
に
は
、
照

町
内
か
ら
こ
ど
も
タ
ル
ミ
コ
シ
や
色
と

り
ど
り
に
飾
っ
た
町
内
ミ
コ
シ
な
ど
調

基
の
出
し
物
が
あ
り
夏
に
ふ
さ
わ
し
い

祭
で
し
た
。

溺
日
に
は
、
大
和
町
内
で
懸
賞
つ
き

仮
装
流
し
お
ど
り
大
会
を
開
き
、
東
本

町
で
は
、
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
に

お
ど
り
を
す
る
な
ど
楽
し
い
「
市
民
ま

つ
り
」
で
し
た
。

L二

「
せ
っ
か
く
会
員
同
志
が
顔
見
知
り

に
な
っ
た
の
に
も
つ
と
続
け
て
勉
強
し

た
い
わ
」
ｌ
と
。
市
中
央
公
民
館
主

催
の
書
道
、
編
翠
物
な
ど
各
種
講
座
の

終
了
生
が
自
主
ク
ラ
ブ
結
成
に
踏
み
切

っ
て
い
ま
す
。

市
中
央
公
民
館
で
は
、
さ
る
妬
年
の

開
館
時
の
２
１
３
講
座
か
ら
‐
毎
年
講

座
課
目
を
増
や
し
開
設
し
て
き
ま
し
た

現
在
で
は
、
書
道
、
絵
画
、
囲
碁
、

茶
道
、
華
道
、
孔
版
、
料
理
、
着
付
け

七
宝
焼
き
、
そ
し
て
手
芸
講
座
の
皿
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
書
道
講
座
が
３
年
、

絵
画
１
年
、
華
道
１
年
そ
し
て
囲
碁
６

か
月
な
ど
短
期
講
座
の
た
め
、
終
了
生

の
会
員
同
志
が
講
座
の
面
白
さ
が
わ
か

講
座
ク
ラ
ブ
が
誕
生

社
会
教
育
が
実
を
結
ぶ

高令者学級での若妻との話し合い

つ
た
と
こ
ろ
で
修
了
し
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座

終
了
生
が
互
に
話
し
合
っ
て
、
自
主
ク

ラ
ブ
作
り
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。す
で
に
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
は
、
７

月
末
日
ま
で
に
９
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

こ
の
中
に
は
、
婦
人
学
級
や
家
庭
教

育
学
級
そ
し
て
高
令
者
学
級
の
修
了
生

で
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

自
主
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
た
ク
ラ

ブ
で
は
、
書
道
（
代
表
鈴
木
克
正
、
⑫

人
）
日
舞
会
（
代
表
丹
た
ま
、
翠
人
）

集
団
活
動
の
中
で
、
役
割
分
担
、
協
同

意
識
に
た
つ
生
活
訓
練
、
自
然
の
中
で

の
遊
び
な
ど
、
学
校
で
は
期
待
し
に
く

い
も
の
を
体
得
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
が

あ
る
と
し
て
、
中
央
公
民
館
で
は
、
７

月
恥
日
か
ら
配
日
ま
で
の
２
泊
３
日
で

少
年
社
会
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
し
た

こ
の
学
級
は
、
市
内
中
学
校
に
在
学

す
る
１
年
か
ら
３
年
生
を
対
象
と
し
、

高
萩
小
学
区
８
人
（
男
４
、
女
４
人
）

東
小
学
区
８
人
（
男
４
、
女
４
人
）
秋

山
小
学
区
哩
人
（
男
６
、
女
６
人
）
松

岡
小
学
区
哩
人
（
男
６
、
女
６
人
）
山

少
年
を
対
象
と
し
て
の
集
団
生
活
は
手
学
区
皿
人
（
男
５
、
女
５
人
）
の
計

自
主
性
を
養
一
う
一
一

少
年
社
会
学
級
を
開
設

ー

七
宝
焼
き
（
代
表
奥
田
ケ
イ
子
、
珀
人

）
着
付
け
（
代
表
鈴
木
月
子
、
加
入
）

婦
人
学
級
の
さ
ざ
な
み
民
謡
ク
ラ
ブ
（

代
表
弓
野
春
美
、
皿
人
）
、
編
み
物
（

代
表
江
尻
静
子
、
昭
人
）
、
家
庭
教
育

学
級
の
は
つ
か
会
（
代
表
鈴
木
稲
子
、

認
人
）
青
空
会
（
代
表
鈴
木
寿
枝
、
妬

人
）
そ
し
て
高
令
者
学
級
の
蓬
莱
会
Ⅱ

ほ
う
ら
い
か
い
Ⅱ
（
代
表
今
川
重
道
、

妬
人
）
の
９
ク
ラ
ブ
で
、
月
１
１
２
回

中
央
公
民
館
に
集
り
自
主
的
に
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
誕
生
は
、
今
後
ま

す
ま
す
増
え
る
様
子
で
「
私
た
ち
も
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て
は
…
…
．
」
と
の
声

も
き
か
れ
、
中
央
公
民
館
で
の
社
会
教

育
が
実
を
結
ん
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

別
人
を
選
び
、
市
子
供
会
育
成
連
合
会

の
支
部
長
を
と
お
し
、
各
中
学
校
と
協

議
の
上
選
考
さ
れ
た
中
学
生
か
ら
な
り

今
年
で
５
回
目
の
開
設
に
な
り
ま
す
。

学
習
内
容
は
、
野
外
ゲ
ー
ム
（
ク
ロ

ッ
ヶ
ー
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
、
映
画
、
親

と
子
の
話
し
合
い
、
講
話
、
水
泳
訓
練

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ャ
ー
そ
し
て
「
２
泊

３
日
の
少
年
社
会
学
級
に
参
加
し
て
」

の
感
想
文
の
発
表
な
ど
３
日
間
の
集
団

生
活
で
、
互
い
に
学
習
と
生
活
を
と
お

し
自
主
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
開
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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灘

昨
年
ｎ
月
に
市
民
体
育
館
が
完
成
し
レ
ー
４
ク
ラ
・
フ
、
体
操
ク
ラ
ブ
（
代
表
夜
間
や
休
日
に
。
プ
レ
ー
を
楽
し
ふ
な
が

恥
◆
。
。
。
》
》
疵
討
松
詳
枠
挙
趣
些
呼
壗
細
静
蜂
嬬
辨
紅
雄
楕
皿
語
鋤
玖
小
悠
璋
球
評
曄
庖
一
卒
ら
体
力
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す

体
育
館
完
成
前
に
は
、
小
・
中
学
校

諏
癖
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
プ
（
代
表
佐
々
満
、
調
人
）
、
剣
道
ク
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
を
開
放
し
て
、
市

識
ミ
ミ
ミ
ミ
蕊
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
…
§
ミ
ミ
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
…
…
§
…
…
…
…
…
…

…

蕊
増額される国民年金
一国民年金制度改正一

．拠出年金額の引上げ(51年9月から）

I 改 正 案現 i]

派雨 冊|｜
ザ。

K1ﾐ額｜川煎flえ知I],戸､ H #i'i
ノ」 ILハ

織蕊殿鍵』
一
“

詮
一
〃
Ｉ
Ｉ
Ｊ

術

外

一
毎
一
夕
ｖ
吋
小
０

Ｊ

〃
Ｄ
Ｉ
Ｏ
１
１
ナ

ノ
一
丸
父
肛

〈
洞
十
通

ノ
ー

老
窃く

ｴﾆﾆ

28,3001W| 390,000円339,600円 32,500｢' 1

10年年金

民
の
み
な
さ
ん
に
便
宜
を
は
か
っ
て
き

市
民
体
育
館
の
利
用
者
殺
到
▲
し
た
が
、
俸
寶
鱸
が
簔
成
き
れ
て
”

ら
夜
間
や
休
日
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

こ
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
、
商
店
王
ラ
ブ
（
代
表
今
川
誠
、
別
人
）
、
躰
道
ク
ラ
し
か
も
、
市
民
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

や
、
会
社
員
、
主
婦
な
ど
を
中
心
に
し
プ
（
代
表
田
辺
保
雄
、
訓
人
）
テ
ニ
ス
し
む
愛
好
会
が
増
え
、
市
民
が
体
育
館

た
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
で
、
７
月
末
日
ま
高
萩
ク
ラ
ブ
（
代
表
落
合
裕
、
鋤
人
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ヅ

で
に
誕
生
し
た
ク
ラ
ブ
は
、
バ
ス
ケ
ヅ
の
計
皿
ク
ラ
ブ
で
す
。

が
芽
ば
え
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

ト
ボ
ー
ル
（
代
表
鈴
木
工
、
抑
人
）
バ
ト
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
市
体

一
汗
流
し
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ｌ

ミ
ソ
ト
ン
愛
好
会
（
代
表
山
口
猛
妬
人
）
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
は
別
に
市
練
習
が
終
り
帰
る
と
き
に
は
、
か
な
ら

バ
レ
ー
愛
好
会
Ⅱ
ナ
イ
ン
（
代
表
高
内
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
集
り
で
、
か
ず
自
分
の
持
ち
物
（
運
動
靴
、
カ
バ
ン

田
文
子
、
肥
人
）
、
松
原
（
代
表
江
尻
っ
て
プ
レ
ー
を
し
た
人
た
ち
が
中
心
と
下
着
な
ど
）
で
、
わ
す
れ
物
が
な
い
か

英
子
、
蝸
人
）
、
多
賀
（
代
表
佐
川
行
な
り
、
も
う
一
度
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
し
か
め
て
か
ら
帰
る
よ
ケ
心
掛
け
て

男
、
蛇
人
）
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
愛
好
と
同
時
に
体
力
増
強
を
図
ろ
う
と
し
て

く
だ
さ
い
。

会
（
代
表
助
河
日
出
子
、
鈎
人
）
の
（
結
成
さ
れ
週
１
１
２
回
市
民
体
育
館
で

246,000 20.500212.256 17,688

，
／
Ⅱ
卯

／
上

Ｅ
Ｊ

戸

〃

を〆

誕
益
▲

／

４

１
156-000 13.000 180,000 15,000

、
０
０

５
０
２
Ｊ
１
３
４
３

０
０
０
０
０

０

蝿

班 33.000

’

０
０
０
０
５
６

７４
９
２
３
４
３

35,3751級肺

f|；
』
唇

匪
吉
《
並

’
I

’ 2級 28,300
ー一

396-000
母子,準母子，

進児年金
339,600 28.300 33.000

◎福祉年金額の引上げ(51年10月から）

■
■
１
１
，

行
荊月▲

９
０
０
４
，

１
吋
郊
祇
梶

洞
間
》
坐
《
《
一

：

ノ
Ｊ

ｌ３ｉＩＩ

年額

正 案lj(

144,000円

年安一， 級 月額

老令福祉年金 12,000III 162,000円 １
．
ＰＯ０嘩

’
216,000 18.000 20,300243,6001級障 害

耐|:年金 2級 144.000 12.000 162,000 13.500

肝
紬
一 ’(準I1子）

l: il2f
187,200 15,600 211,200 17.600

……”" ”ﾉ””……” ””〃/…… …ｸ…

毎
日
、
毎
日
、
休
承
な
く
出
る
、
コ
ミ

わ
た
く
し
た
ち
の
暮
し
を
反
映
し
て
か

そ
れ
は
、
年
ご
と
に
増
え
、
と
ど
ま
る

と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
野
菜
く
ず
、

か
け
た
茶
わ
ん
、
こ
わ
れ
た
テ
レ
ビ
、

建
築
廃
材
な
ど
な
ど
…
収
集
、
焼
却
作

業
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

◇
普
通
の
・
コ
ミ
は
水
分
が
卵
％
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
夏
は
さ
ら
に
〃
す
い

か
〃
な
ど
の
水
分
の
多
い
も
の
が
ふ

え
、
焼
却
炉
は
水
を
燃
や
し
て
い
る

状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

十
分
に
水
分
を
き
っ
て
袋
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
腐
り
や
す
く
悪

臭
が
出
ま
す
か
ら
袋
の
口
元
は
し
っ

か
り
と
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
い
も
の
を
よ

り
分
け
袋
に
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

P

一

出
し
方
に
ひ
と
工
夫

〆

夏
の
ゴ
ミ
…
…

収
集
日
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
残
飯
菜
類
は
、
で
き
る
だ
け
庭
畑
の

片
す
み
に
で
も
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

大
型
ゴ
ミ
は
個
人
で
運
搬

◇
。
コ
ミ
収
集
車
が
収
集
し
な
い
も
の
木

の
枝
、
木
箱
、
大
型
家
且
べ
建
築
廃

材
（
ブ
ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

瓦
、
ト
タ
ン
板
、
角
材
、
板
）
類
は

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
収
集
し
ま
せ
ん

ま
た
、
燃
え
る
。
コ
ミ
で
あ
っ
て
も

引
越
し
等
で
大
量
に
出
た
と
き
は
収

集
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
北
部
処
理

場
（
大
字
赤
浜
字
苅
又
作
）
へ
個
人

で
運
ん
で
下
さ
い
。

◇
北
部
処
理
場
の
搬
入
時
間
及
び
休
日

①
休
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

②
搬
入
時
間
、
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
午

後
４
時
鋤
分
ま
で
。

体
育
館
で
は
、
腕
時
計
や
カ
バ
ン
（

ポ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
）
、
運
動
靴
、
そ
し

て
下
着
類
な
ど
の
わ
す
れ
も
の
が
多
い

た
め
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
注
意
し
て

い
ま
す
が
．
な
か
な
か
守
っ
て
く
れ
な

い
よ
う
で
す
。
わ
す
れ
物
を
し
た
方
は

早
め
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
下
駄
箱
の
上
や
中
に
運
動
靴
な

ど
を
置
い
て
い
く
方
が
あ
り
ま
す
が
下

駄
箱
は
、
物
を
入
れ
て
お
き
ま
す
と
他

人
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
練

習
な
ど
終
り
次
第
か
な
ら
ず
お
持
ち
帰

る
よ
う
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

風 三一
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根
本
君
ド
イ
ッ
ヘ

:』 : 5,
醤…浄搦、

『ざ蕊<
『輪 可 卜蝿

蝋
渡
辺
源
さ
ん

大
時
計
を
寄

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｐ
■
Ｊ
〃
グ

カ
メ
ラ
ル
ボ

グ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

鰯鰯雛

▲－日独スポーツ少年団交流派遣乍

スポーツ少年団の活動の活発化と育成の強化をはかり、

国際的視野をもったリーダーの養成を目的とした、 日独両

国スポーツ少年団同時交流で、市内の根本茂司君＝(18歳）

島名2292＝が西ドイツへ派遣されることになり、その送行

会が7月14日午後5時から市中央公民館で行なわれました

派遣された根本君は、 7月20日から8月13B(25日間）ま

で西ドイツ各州でスポーツ交流をすることになっています

一

さ
る
６
月
皿
日
、
渡

辺
源
さ
ん
Ⅱ
本
町
３
１

”
Ｉ
か
ら
市
役
所
に
大

型
電
気
時
計
１
個
の
寄

贈
が
あ
り
、
こ
の
ほ
ど

市
役
所
玄
関
に
取
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
計
は
、
円
形
で
直
経

卯
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

大
き
な
も
の
で
す
。

贈
ざ～

れる各地での市政懇 談会剣 熱気あふ

日
常
の
生
活
で
感
じ
て
い

る
不
便
、
将
来
へ
の
限
り
な

い
要
望
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
す
。
意

一
見
の
す
べ
て
を
可
能
に
す
る

萩喜
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す

う印
が
、
必
ず
生
活
す
る
の
に
便

湖
利
な
ま
ち
、
つ
く
り
に
反
映
す

鍵
る
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
を
約
束
し
、
地
域
の
ゑ
な
さ

なん
ん
と
手
を
と
り
あ
っ
て
、
郷

み
一
土
づ
く
り
に
役
立
て
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
熱
気
あ

ふ
れ
る
意
見
交
換
に
、
あ
な

た
も
ど
う
ぞ
参
加
し
て
ゑ
ま

せ
ん
か
。

な
い
種
類
も
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

ご
く
近
い
昔
、
数
軒
の
民
家
が
あ
っ

た
が
洪
水
の
た
め
押
し
流
さ
れ
た
地
域

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
名
馬
里
が
渕
か
ら
と
さ
こ
ろ

ぱ
し
（
あ
こ
が
れ
の
松
の
あ
た
り
）
ま

で
の
溪
流
は
惜
し
か
っ
た
。
両
岸
の
岩

盤
に
は
市
内
の
他
地
域
で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
ヤ
シ
ヤ
ゼ
ン
マ
イ
と
ダ
イ
モ

ン
ジ
ソ
ウ
の
大
群
落
が
あ
り
、
一
部
分

に
は
ユ
キ
ノ
シ
タ
が
生
育
し
て
い
た
。

そ
れ
が
一
昨
年
、
ダ
ム
を
満
水
に
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
水
底
に
沈
み
全
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
満
水
に
な
る
こ
と
を
も

う
少
し
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
適

当
な
方
法
で
移
植
を
し
、
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
た
植
物
で
あ
っ
た
の
に
残
念

で
な
ら
な
い
・

筑
波
山
頂
近
く
に
、
現
在
の
と
こ
ろ

世
界
に
こ
こ
だ
け
し
か
自
生
し
て
い
な

い
ホ
シ
ザ
キ
ユ
キ
ノ
シ
タ
が
生
え
て
い

八
７
Ｖ
花
貫
ダ

－

花
貫
ダ
ム
が
造
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
植
物

相
に
も
大
き
な
変
化
を

き
た
し
た
。

あ
の
附
近
一
帯
は
、

「
入
野
の
平
」
（
い
ん

の
ん
だ
い
ら
）
と
い
わ

れ
て
い
た
所
で
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
主
と
し
た
雑

木
林
で
．
特
に
大
き
な

木
が
あ
っ
た
わ
け
で
も

な
し
、
植
生
上
へ
特
に
、

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら

ム
と
自
然
旧

る
。
全
国
植
樹
祭
の
折
、
陛
下
が
こ
れ

を
ご
ら
ん
に
な
る
こ
と
を
非
常
に
お
楽

し
承
に
そ
の
日
を
お
待
ち
に
な
っ
て
お

ら
れ
た
植
物
で
あ
る
。

ダ
ム
サ
イ
ド
の
ユ
キ
ノ
シ
タ
は
ど
ん

な
種
類
で
あ
っ
た
か
標
本
も
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
た
だ
葉
に
白
い
毛
の
多
い

も
の
で
葉
裏
の
紅
色
が
濃
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
私
の
眼
の
底
に
残
っ
て
い

る
だ
け
で
、
も
う
永
久
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
残
念
な
こ
と
だ
が
今
に
な

っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
（
現
在

の
と
こ
ろ
、
市
内
に
は
ユ
キ
ノ
ジ
タ
の

自
生
は
見
ら
れ
な
い
。
）

開
発
は
大
昔
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た

そ
し
て
社
会
が
進
歩
し
現
在
に
い
た
っ

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
人
間

生
活
を
健
康
で
豊
か
に
す
る
た
め
、
か

け
が
え
の
な
い
自
然
を
保
護
す
る
た
め

の
施
策
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。

（
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

あこがれの松のあたり

〆
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クロ

母
子
家
庭
の
母
が
、
病
気
に
な
っ
た

と
き
、
５
日
間
を
限
度
と
し
て
、
介
護

人
の
派
遣
が
う
け
ら
れ
ま
す
。
（
介
護

人
の
派
遣
に
関
し
て
は
、
母
子
福
祉
会

が
委
託
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
）

ど
ん
な
人
が
該
当
す
る
か

①
乳
児
を
持
つ
母
子
家
庭
で
、
義
務
教

育
終
了
後
の
児
童
、
お
よ
び
母
以
外

の
大
人
が
い
な
い
場
合

②
母
以
外
の
大
人
、
お
よ
び
義
務
教
育

1二屯

》
胸 凸司

母
子
家
庭
介
護
人

無
料
派
遣
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

終
了
後
の
児
童
が
い
て
も
介
護
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
場
合

③
乳
幼
児
で
な
く
と
も
、
小
学
一
、
二

年
の
児
童
（
原
則
と
し
て
、
心
身
障

害
児
）
の
い
る
家
庭

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
か

福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

日
中
、
働
い
て
い
る
家
庭
は
、
一
応

電
話
で
、
申
し
込
ん
で
も
結
構
で
す
。

月見草の咲く浜 絵と文伊藤龍馬

はるかに海の見える丘

月の雫を吸うて咲く

夢の花の月見草

花咲く丘よなっかしの

夜霧にぬれて、砂丘一面に咲いている月見草を見ると、この歌

が思い出される。

ー
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登
録
さ
え
し
て
お
け
ば
、
い
ざ
病
気

に
な
っ
て
、
お
困
り
の
と
き
、
遠
盧
な

く
、
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
、
母
子
福

祉
会
へ
連
絡
し
ま
す
と
、
直
ち
に
介
護

人
を
派
遣
し
ま
す
。

な
お
、
母
子
福
祉
資
金
、
寡
婦
福
祉

資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

は
、
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
母
子
相
談

員
（
高
萩
市
大
稚
町
１
の
昭
）
、
山
岸

静
枝
さ
ん
ま
で
↑
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検
証
の
紛

失
、
盗
難
、
解
体
な
ど
に
よ
る
廃
車
（

抹
消
）
手
続
き
の
出
来
な
い
方
、
名
儀

変
更
の
手
続
き
を
取
ら
れ
な
い
方
は
、

手
も
と
に
な
い
バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
な

ど
に
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ
れ
「
税
金

を
納
め
る
」
と
い
う
経
済
的
損
失
と
と

も
に
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
き
ま
す

と
面
倒
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車

（
抹
消
）
、
名
儀
変
更
手
続
き
が
出
来
ず

手
も
と
に
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な

ど
に
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ
れ
お
困
り

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
早
速
、
税
務
課

市
民
税
係
で
事
情
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
処
理
方
法
な
ど
の
ご
相
談
を
い
た

し
ま
す
。

バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手

続
き
は
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
必
ず
し
て

く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
軽
自
動
車
等
の
廃
車

は
忘
れ
ず
に
し
ま
し
よ
う

史
雲

、

ｗ
・
級
国
々
、
の
一
二
回

鐸
婦
唾
群
田

Ｍ
１
岫
測
（
》
霊

Ⅱ
星

川
ｈ
■
▽

州
令

叩
毎
年
、
夏
に
な
る
と
、
あ
の
赤
浜
古

小
墳
群
の
発
掘
が
思
い
だ
さ
れ
る
。
現
在

川
多
く
の
工
場
が
立
ち
な
ら
ぶ
松
久
保
工

州
業
団
地
は
、
か
つ
て
は
海
か
ら
の
風
が

杣
山
百
合
の
あ
ま
い
香
り
を
運
び
、
夏
の

伽
太
陽
に
乾
き
き
っ
た
さ
つ
ま
畑
の
つ
る

川
が
崖
端
や
農
道
に
向
っ
て
勢
い
よ
く

岬
伸
び
て
い
た
。
君
田
の
山
の
あ
た
り
に

／

州
入
道
雲
が
、
む
く
む
く
と
湧
き
あ
が

／

川
り
、
大
高
台
や
台
高
萩
は
、
暑
さ
に
ひ

州
つ
そ
り
と
静
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た

州
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
こ
ろ
こ
の

Ⅱ

叩
台
地
に
は
数
十
の
古
墳
が
あ
り
昭
和
四

心
十
五
年
に
は
前
方
後
円
墳
三
基
と
円
墳

恥
十
一
基
が
残
っ
て
い
た
。

Ⅷ
こ
の
年
の
七
月
二
十
五
日
、
赤
浜
の

Ⅷ
台
地
に
高
萩
高
校
生
、
茨
城
キ
リ
ス
ト

○
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
－
高
萩
店
Ⅱ
バ
ザ

ー
の
益
金
を
困
っ
て
い
る
人
に

、

４
６
１
５
０
円

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部
Ｉ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
７
２
，
２
５
６
円

鰄

釜
呈
忌

あ
、
が
と
う

壷

○
岩
本
義
文
さ
ん
Ⅱ
本
町

香
典
返
え
し
の
一
部

、

１
０
０
０
０
０
円

教
大
学
、
短
大
の
学
生
や
調
査
員
八
十

名
が
集
合
し
、
発
掘
が
開
始
さ
れ
た
。

先
土
器
時
代
や
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
発

見
さ
れ
て
調
査
は
難
航
し
、
九
月
末
ま

で
か
か
つ
て
し
ま
っ
た
。
暑
く
て
長
く

苦
し
い
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
赤

浜
二
号
墳
と
四
号
墳
の
大
き
な
横
穴
式

石
室
を
開
口
し
た
と
き
は
、
市
民
や
近

郷
近
在
の
人
び
と
が
四
、
五
百
人
も
押

し
寄
せ
、
高
萩
と
し
て
は
馬
市
以
来
の

に
ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
。
時
の
下
山
田
尚

方
教
育
長
は
、
群
衆
に
挨
拶
さ
れ
、
市

民
の
協
力
も
絶
大
で
あ
っ
た
。

臨
時
列
車
を
ど
う
ぞ

東
京
方
面
８
月
Ⅱ
ｌ
塑
日
（
急
）
と

き
わ
別
号
皿
時
６
分
・
高
萩
始
発
ｌ
上

野
行
、
８
月
妬
ｌ
翠
日
快
速
蝿
時
４
分

平
始
発
、
な
お
休
日
運
休
の
喝
時
弱
分

は
１
１
晦
日
ま
で
運
転
し
ま
す
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夏
休
み
に
入
り
、
毎
日
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
よ
い
子
た
ち
に
と
っ
て
海
や

山
で
の
楽
し
み
は
天
国
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
楽
し
い
夏
休
桑
も
、

学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た
気
の
ゆ
る
み
か

ら
、
夜
遊
び
や
よ
く
な
い
遊
び
を
覚
え

る
な
ど
、
夏
休
み
の
過
ご
し
方
に
よ
っ

て
は
、
非
行
の
芽
ば
え
に
つ
な
が
り
ま

す
。
市
で
は
、
学
校
や
地
域
の
み
な
さ
ん

と
協
力
し
て
、
事
故
の
な
い
夏
休
承
に

す
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
た
て
て

い
ま
す
。
家
庭
の
ゑ
な
さ
ん
も
、
こ
ど

も
た
ち
が
夏
を
楽
し
く
、
す
こ
や
か
に

す
ご
せ
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

家
族
ぐ
る
み
で
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
で
ラ
ジ
オ
体
操

町
内
や
学
区
ご
と
に
ラ
ジ
オ
体
操
の

会
を
つ
く
り
、
小
学
校
あ
る
い
は
適
当

な
場
所
で
始
め
ま
し
ょ
う
。
地
域
に
は

子
供
会
の
指
導
者
の
か
た
な
ど
が
い
ま

す
の
で
指
導
を
受
け
て
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

蕊

灘

鍵

灘
識
蕊
蕊
》

》
鐸
辮
類
識
謬
溌

鰯
蕊
議
箪

ｆ
囎
幅
軸
が
Ｈ
』
“
、

、

淵

Ｆ

昭
、
瀧
踊
勺
鞘

＄

瀧

畿

蠅

武

蕊

家
庭
の
ゑ
な
さ
ん

夏
を
楽
し
く
、
す

よ
う
、
次
の
こ
と

鴬 鰯篝
鍵

熱
:瀞
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蕊
孟

兇
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家
族
の
話
し
合
い
を

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

「
淌
掃
の
日
」
で
す
。
で
き
る
だ
け
親

子
の
話
し
合
い
や
庭
の
草
取
り
な
ど
わ

ず
か
な
時
間
で
も
親
子
の
だ
ん
ら
ん
の

機
会
を
持
ち
海
水
浴
、
ピ
ク
’
一
ツ
ク
な

ど
を
楽
し
み
、
こ
ん
虫
な
ど
の
収
集
に

も
ア
ド
◆
〈
イ
ス
し
て
親
子
の
対
話
を
多

く
し
て
く
だ
さ
い
。

海
水
浴
な
ど
は
親
子
で

こ
ど
も
た
ち
だ
け
で
海
や
山
へ
と
く

り
出
す
こ
と
は
、
危
険
で
す
。
と
く
に

水
難
事
故
、
交
通
事
故
な
ど
は
、
夏
休

み
に
多
い
事
故
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
を
離
れ
て
見
知
ら
ぬ
士
地
へ
き

た
と
い
う
解
放
感
や
、
気
の
ゆ
る
み
か

ら
、
酒
、
タ
・
ハ
コ
を
覚
え
た
り
す
る
例

が
あ
り
ま
す
。
父
母
か
責
任
の
あ
る
お

と
な
の
方
が
同
行
す
る
よ
う
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。

夜
は
ひ
と
り
で
歩
か
な
い

日
中
は
屋
外
で
か
ら
だ
を
鍛
え
、
夜

は
一
定
の
時
間
に
就
寝
す
る
よ
う
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
七
夕
、
お
盆
、
花
火
大
会
、

盆
お
ど
り
な
ど
行
事
が
続
き
、
夜
の
外

出
も
多
く
な
り
ま
す
。

夜
の
帰
宅
時
間
は
、
何
日
守
る
よ
う

に
し
、
夜
の
ひ
と
り
歩
き
は
厳
禁
で
す

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
確
認
を

夏
休
み
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
学
校

I

夏
休
み
は
楽
し
く

な
く
そ
う
夜
遊
び
、
ひ
と
り
歩
き

ゾ、

ー

え
や
す
い
物
の
あ
る
暘
所
で
は
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
Ｌ
よ
う
。

③
風
の
強
い
と
き
は
花
火
遊
び
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

④
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
よ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
筒
物
花
火

は
、
途
中
で
津
が
消
え
て
も
筒
を
の

ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑦
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
よ

や

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

つ
げ
る
こ
と
は
危
験
で
す
。

⑨
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
な
の
で
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

た
の
し
い
夏
休
象
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
雇
い
主
な
ど
と
連
絡
を
よ
く
と
っ
て

仕
事
の
内
容
な
ど
を
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。
最
近
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ

ど
も
た
ち
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
が
、
ア

ル
バ
イ
ト
は
、
浪
費
ぐ
せ
を
つ
け
た

り
、
お
と
な
や
先
輩
の
よ
く
な
い
点
を

ま
ね
る
な
ど
問
題
点
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
花
火
遊
び
は
こ
ん
な
注
意
を

花
火
は
、
と
く
に
火
事
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
正
し
い
使
い
方
で
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
も
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第1回関東中学生野球大会へ出場

-声
I可 9月の市政懇談会

9月1()日田園都市センター

9月28日秋山下公民館

時間はいずれも午後6時からです。
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陽
銀
行
グ
ラ
ン
ド
で

行
な
わ
れ
た
。
関
東

フ
ロ
ッ
ク
中
学
校
体

育
連
盟
な
ど
の
主
催

に
よ
る
第
１
回
関
東

中
学
生
野
球
大
会
県

大
会
で
、
高
萩
中
学

校
野
球
チ
ー
ム
は
、

準
決
勝
で
桜
丘
中
と

対
戦
し
て
２
対
１
で

桜
丘
中
を
敗
り
決
勝

に
勝
ち
進
み
、
放
崎

一
中
を
敗
っ
た
黒
沢

中
と
決
勝
戦
で
対

戦
、
一
点
を
争
う
接

戦
の
末
、
象
ご
と
県

大
会
で
優
勝
を
な
し

と
げ
ま
し
た
。

８
月
旧
曰
か
ら
塑
日

東
京
の
駒
沢
、
後
楽
園
球
場
で

水
戸
市
平
須
町
の
常

さ
る
７
月
泌
日
脂

驍

慰

優
勝
し
た
高
萩
中
野
球
チ
ー
ム
は
、

き
た
る
８
月
四
日
か
ら
塑
日
の
４
日
間

東
京
都
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
硬

式
野
球
場
（
１
．
２
回
戦
）
と
後
楽
園

球
場
（
準
決
勝
・
決
勝
）
で
開
催
さ
れ

る
第
１
回
関
東
中
学
生
野
球
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
関
東
、
甲
信
越
代

表
と
し
て
、
都
県
大
会
で
優
勝
し
た
中

学
校
各
１
校
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
計
皿
校
が
出
場
し
ま
す
。

▽
準
決
勝

高
萩
中

０
０
０
０
０
１
０
１
０

２

０
０
０
０
０
０
０
０
１

１

桜
丘
中
（
茨
城
町
）

▽
決
勝

黒
沢
中
（
大
子
町
）

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０

０
０
０
０
０
０
ゞ
０
１
×

高
萩
中
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市の人口と世帯数 i

7月’日現在 前月比 ：

人口 31 ，273人 （＋36） ミ
ユ

（＋31） 畠日ヨ 15, 333人
一〆凹 茜

二

女 15,940人 (+5) =
三

｜廿帯 8， 657世帯 （－3） 含
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